
評価事業に対するアンケート集計

1．当機構の外部評価を受審されて、あなたの事業所にとって有意義であったと思いますか？

２．1の質問で有意義であったとお答えいただいた理由は何ですか？

３．評価結果は、貴事業所の現状を適切に評価し、表現しているといえますか。

４．今後、外部評価事業について定期的に受審したいと思いますか？

５．評価調査員の礼儀作法は適切でしたか？

73%

25%

0%
0% 2% 1. 有意義であった

2. どちらかといえば有意義で
あった
3. 有意義とはいえなかった

4. わからない

無回答

4%

38%

70%

63%
68%

77%

1.評価調査員との対話が、事業所の改善へ役立
つ

2.第三者から見られることが緊張感を生み、介
護サービスの改善へ役立つ

3.外部評価項目によるチェックが、介護サービス
の改善へ役立つ

4.職員へ改善の目標や指針を示すことができ
る。

5.外部評価を受審することで、職員の自信へと
つながる

6.その他

5% 2%

75%

18%

0% 1. している

2. どちらかといえばしている

3. していない

4. わからない

無回答

2%

27%

13%
11%

47%

1. はい

2. どちらかといえば、はい

3. いいえ

4. わからない

無回答

5%
7%

88%

0%
0%

1. 適切であった

2. どちらかといえば適切で
あった
3. 適切ではない

4. わからない

無回答



６．ヒアリング時の態度は適切でしたか？

７．グループホーム又は小規模多機能型居宅介護事業所についての知識は妥当であったと思いますか？

８．項目についての知識は妥当であったと思いますか？

９．評価調査員として、適切な感覚を持っていると思いますか？

10．総合的にみて、今回の評価を受審して満足でしたか？

0%
0%

9%
7%

84%

1. 適切であった

2. どちらかといえば適切で
あった
3. 適切ではない

4. わからない

無回答

2%

19%

8%

71%

1. 妥当であった

2. どちらかといえば妥当
であった

3. 妥当ではない

無回答

4%
0% 7%

20%

69%

1. 思う

2. どちらかといえば思う

3. 思わない

4. わからない

無回答

0%
11%

16%

16%
57%

1. 大変満足している

2. やや満足している

3. 普通

4. 満足ではない

無回答

2%
0% 9%

16%

73%

1. 大変満足している

2. やや満足している

3. 普通

4. 満足ではない

無回答


